
保全インフォメーションきんき 第１３５号
【平成２９年６⽉１⽇号】

★ も く じ ★
１．Ｈｏｗ Ｔｏ 保全（１）

なぜ、これはだめなの？ 現地での保全アドバイス事例シリーズ！〜第1回⽬〜
２．Ｈｏｗ Ｔｏ 保全（２）

『BIMMS-N』での保全実態調査⼊⼒ 〜よくある間違い、注意点〜
３．お知らせ（１）

私たちが保全の窓⼝です！！ 〜平成２９年度 整備局担当者〜

このメールマガジン（メールでの受信が不便な⽅にはＦＡＸで配信）は、国家機関、
地⽅公共団体、特殊法⼈、独⽴⾏政法⼈等において、施設管理に携わっておられる
⽅々に、施設保全の最新情報や保全技術等の各種情報をお知らせするために国⼟交通
省近畿地⽅整備局がお送りしております。

本メールマガジンについての御意⾒、御感想や、「How to 保全」に取り上げて欲
しい内容等の御連絡をお待ちしております。頂きました御意⾒等につきましては、今
後のメールマガジンの記事等に反映させていきたいと思っております。

なお、バックナンバーにつきましては、下記ＷＥＢページに掲載しております。）
http://www.kkr.mlit.go.jp/build/conservation/info_kinki/index.html

保全インフォメーションきんき 編集事務局
■営繕部 保全指導・監督室

TEL：06-6443-1791
Mail : soudan-hozen@kkr.mlit.go.jp

■京都営繕事務所
TEL：075-752-0505

Mail : soudan-kyoei@kkr.mlit.go.jp
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１．Ｈｏｗ Ｔｏ 保全（１）
なぜ、これはだめなの？
現地での保全アドバイス事例シリーズ！〜第1回⽬〜

各省庁の施設に出向き保全アドバイスをさせてもらっている中で、よくある事例とそれが
なぜいけないのか、⼜はなぜ是正をしないといけないのかについて、京都営繕事務所よりお
知らせしていきたいと思います。

まず、第１回⽬の今回は機械設備での『あるある』です。
通常、⼀般的な中央空調⽅式の空調設備には、下記の写真にあるように『RAガラリ』とい

うものがあります。⼈によっては⾔い⽅が異なりますが『レターンガラリ』、『リターンガ
ラリ』⼜は『スリット』と呼んでいます。

このRAガラリ、何を⽬的とした設備なのかと⾔いますと、⼀般的に、空調機械室において
空調機にて屋外のきれいな空気（この場合はCO2濃度が低いという意味）と室内の空気を取
り込んで、混合して新鮮かつ温湿度調整された空気にしてから、室内の天井にある制気⼝
（最近は、省エネを考慮した床に設けている制気⼝もあります）から空気を吹出し、室内を
設定温湿度になるよう制御しています。

この室内の空気を取り込むところが『RAガラリ』なのです。このRAガラリの⼤きさは空
調機に戻す空気の量やその空気の速度（⾵速）を元に計算して決定しています。空調温湿度
の制御⽅式によってRAガラリでの空気の温湿度を計測する場合もありますので、このRAガ
ラリを塞いだりすると適正な空気の量が空調機に戻ってこなくなり、適正な制御ができませ
ん。また、RAガラリの前にコピー機など発熱する物を置いたりすると、適正な温湿度になら
ないといったことにもなります。

今⼀度、みなさんの施設にあるRAガラリ廻りの状況を確認し、以下の写真のような状態が
あれば、是正するようにお願いします。

（RAガラリの前に物を置いている事例）

（RAガラリの前にコピー機などを置いている事例）
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２．Ｈｏｗ Ｔｏ 保全（２）
『BIMMS-N』での保全実態調査⼊⼒ 〜よくある間違い、注意点〜

①平成２９年度 保全実態調査について
今年度も官庁施設情報管理システム（BIMMS-N）による「保全実態調査」の⼊⼒時期とな

りました。各施設保全責任者の皆様におかれましては、整備局より依頼させて頂いておりま
す⼊⼒期間内での報告処理をお願い致します。

この記事では、『BIMMS-N』での保全実態調査⼊⼒の際によくある間違いや、注意点など
について、紹介させていただきます。

【平成29年度 保全実態調査 ⼊⼒期間】
【第⼀グループ】平成29年 5⽉29⽇（⽉）〜平成29 年7 ⽉28 ⽇（⾦）

（最⾼裁判所、内閣府、法務省、国⼟交通省、環境省、防衛省）

【第⼆グループ】平成29年 6⽉12⽇（⽉）〜平成29 年8 ⽉10 ⽇（⽊）
（衆議院、参議院、国⽴国会図書館、会計検査院、⼈事院、総務省、外務省、財務省、

⽂部科学省、厚⽣労働省、農林⽔産省、経済産業省）

②「？」ボタンの活⽤
BIMMS-Nの「保全実態調査」の各ページには「？」ボタンが⾊々なところにあります。

この「？」ボタンをクリックすると、「⼊⼒マニュアル」の該当ページが別ウィンドウで開
き、⼊⼒項⽬の説明や注意点が表⽰されますので、是⾮⼊⼒の際は⼀度は「？」ボタンをク
リックしてみて下さい。

「？」マークボタンをクリックす
ると画⾯の項⽬に関連する説明
（⼊⼒マニュアルの該当ページ）
が表⽰されます。
（別ウィンドウで開きます。）
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③「⼀般事項」の⼊⼒
「⼀般事項」は、施設の基礎情報、調査票記⼊者の情報などを⼊⼒する項⽬です。

「敷地内建築物概要」の部分でよく間違いが⾒受けられますので、以下のような内容にはご
注意下さい。

敷地内建
築物概要

延べ⾯積（合計）は、
「建築物情報」の建物
の⾯積合計を⼿⼊⼒で
⼊れて下さい。

増築や取り壊しで、
「建築物情報」を直し
ても、ここには反映さ
れません！！

たまに敷地⾯積と逆
に⼊⼒されている例も
あります。

「⾏動計画対象施設」とは、
「インフラ⻑寿命化⾏動計
画」における対象施設かどう
かを⼊⼒する欄で、初期設定
はチェックが⼊っています。
（＝対象施設）

対象外の確認が取れていない
限り、チェックを外さないで
下さい！

④「建築物情報」の⼊⼒
「建築物情報」は、施設内の各棟の⾯積、構造、建築年⽉等の情報を⼊⼒する項⽬です。

建物の増築、取り壊し、新築などが無い限り変更修正は必要ありませんが、国有財産台帳と
⼊⼒されている内容があっているか⼀度は確認をしておきましょう。

今年度より機能追加で、「宿舎」に関しては「⼾数」の⼊⼒項⽬ができました。この項⽬
を⼊⼒することにより、BIMMS-Nの「中⻑期保全計画作成」機能で、宿舎の仕様を選択し、
それを反映させることができますので、是⾮⼊⼒して機能を使⽤してみて下さい。

宿舎の専⽤部⼾数を⼊⼒して
下さい。

初期状態は空欄になっていま
す。「宿舎」以外は⼊⼒でき
ません。

宿舎の専⽤部の仕様選択し、
中⻑期保全計画に反映をする
ことができます。
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⑤「保全体制及び計画」の⼊⼒
「保全体制及び計画」は、保全責任者、保全計画、保全台帳の作成状況などを⼊⼒する項

⽬です。施設を保全する上で、ベースとなる重要項⽬です。
また、インフラ⻑寿命化⾏動計画に基づき、「施設保全責任者」の選任と「個別施設計

画」（中⻑期保全計画、点検及び確認結果の記録、修繕履歴の作成）については作成できて
いるかの確認項⽬があり、今年度⼊⼒時点で必ず選任、作成されている必要があります。

保全体制

施設保全責任者は必ず定
められている必要があり
ます！！

「インフラ⻑寿命化（⾏動計画）について」
○ 「官庁施設の管理者による「インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）」策定の⼿引き」（中央官

庁営繕担当課⻑連絡調整会議申し合わせ）において、借受施設を除くすべての官庁施設※１に
ついて、平成28年度までに個別施設計画を策定することとなっています。

○ 施設管理者は、作成した個別施設計画に基づき、戦略的な維持管理・更新等を推進していく
必要があります。

官庁施設の管理者による「インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）」策定の⼿引き（概要）
概要及び本⽂は以下のページにあります。

http://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk2_000008.html

保全計画

保全台帳

・中⻑期保全計画の作成
・点検及び確認結果の記録
・修繕履歴の作成

の３項⽬はインフラ⻑寿命
化⾏動計画の中で施設管理者
に作成義務がある「個別施設
計画」であり、今年度の⼊⼒
時に「作成している」（最低
「⼀部」）となっている必要
があります！！！

※「個別施設計画」については詳しくは、、
保全インフォメーションきんきNo.131

「インフラ⻑寿命化計画について〜まずは、個別施設計画の作成を！〜」
http://www.kkr.mlit.go.jp/build/conservation/info_kinki/backnumber/qgl8vl0000002
dv3-att/131.pdf
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⑥「法定点検の実施状況」の⼊⼒
「法定点検の実施状況」は、法律で定められた、その施設に必要な点検、確認、測定など

についての実施状況を⼊⼒する項⽬です。
法律で定められた点検などの項⽬ですので、⾮常に重要となりますので、この施設が点検

対象かどうかは、「？」マークの資料を⾒て１度は確認して下さい。
各法定点検は、点検周期があり、建基法（建築基準法）、官公法（官公庁施設の建設等に

関する法律）で定められた「建築物の敷地及び構造」の点検は３年以内毎となっており、前
年までの3 年間に法定点検を実施している場合は、「している」を選択してください。
（例えば⼀昨年⾏っていれば去年⾏っていなくても「している」を選択して下さい。）

建築物の敷
地及び構造

の点検

点検周期が３年以内
毎なので、前年まで
の3 年間に法定点検
を実施している場合
は、「している」を
選択してくださ
い。！！

⑦「施設の維持管理状況」の⼊⼒
「施設の維持管理状況」は、施設の空調、照明などの機能性の状況や、消防・防災等の安

全性について良好な状態かを⼊⼒する項⽬です。
施設を現状を把握するための⾃⼰チェックにもなりますので、各項⽬の状況を確認し、問

題がある場合、必要な措置（安全対策、修繕や予算要求など）を⾏いましょう。
また、沿岸部の施設は「津波防災診断」の実施状況も確認しておく必要があります。

※「津波防災診断」については詳しくは、、
保全インフォメーションきんきNo.134

「津波防災診断の確認できていますか？」
http://www.kkr.mlit.go.jp/build/conservation/info_kinki/backnumber/qgl8vl0000002
dv3-att/134.pdf

津波防災診断
の実施状況

建築・付帯施設
漏⽔の状況

設備機器

施設に問題が
ある状態はな
いか確認しま

しょう
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⑧「維持管理費」の⼊⼒
「維持管理費」は、施設の保全に要した⾦額や、エネルギーの使⽤量を⼊⼒する項⽬です。
⼊⼒すると、BIMMS-Nの機能である「保全実態調査結果診断・分析」において、推移を３

年分⽐較確認できますので、エネルギー使⽤量状況などを確認しましょう。
電気、ガス、油、⽔道など各種の⼊⼒項⽬がありますが、「使⽤量」を⼊れる部分と「使

⽤料⾦」を⼊れる部分がありますので、⼊⼒単位の確認も含め、間違いのないよう⼊⼒をお
願い致します。

⽉別の「使⽤量」を⼊⼒して下
さい。（単位は電気の場合
「kwh」請求書などの単位を確
認して⼊⼒して下さい。）

年間の「使⽤料⾦」（基本料⾦含
む）の合計を⼊⼒して下さい。

⑨「報告」ボタンを押す前の確認
全てが⼊⼒し終わったら「報告」タブで、「報告」ボタンを押して、⼊⼒完了（データ

ロック）となりますが、⼊⼒した内容について、未⼊⼒では報告できない内容を知らせる
「警告」と間違いの可能性がある内容を知らせる「注意」が表⽰されますので、最後にそれ
らを確認し、未⼊⼒の内容や間違いがあれば、修正をして報告して下さい。

「基礎情報」のみの施設も「確認」ボタンを押す必要がある施設がありますので、「確
認」タブで「確認」ボタンが押せる施設は必ず押して下さい。

未⼊⼒のままでは完了できない項
⽬ですので、⼊⼒して下さい。

間違いがない
か確認頂きた
い項⽬が出ま
すので、確認
し間違いなけ
れば、そのま
ま「報告」ボ
タンを押して
下さい。

光熱⽔費
電気

⑩さいごに
⼊⼒の内容や、項⽬がわからない、保全について相談したいというような事がありました

ら、お気軽に保全指導・監督室、京都営繕事務所までお問い合わせ下さい！！



保全インフォメーションきんき No.１３５

近畿地⽅整備局 営繕部 Page. 8/ 8

３．お知らせ（１）
私たちが保全の窓⼝です！！ 〜平成２９年度 整備局担当者〜

近畿地⽅整備局整備局 営繕部 保全指導・監督室、京都営繕事務所は、各省各庁、⾃治体
などの皆さまからの施設の保全に関する御相談は修繕に関するものも含め、どんな内容でも
受け付けています！！

保全の窓⼝担当者にお気軽にご連絡ください！！建築、電気、機械の各分野の技術職もお
りますので、御相談に応じて担当者が対応させていただきます！！

京都営繕事務所

【管轄】京都府・滋賀県・福井県・奈
良県・⼤阪府の⼀部（⾼槻市・茨⽊
市・枚⽅市・交野市・三島郡）

保全指導・監督室
【管轄】⼤阪府・和歌⼭
県・兵庫県 ただし、⼤阪府
の⼀部（⾼槻市・茨⽊市・
枚⽅市・交野市・三島郡）
を除く

近畿地⽅整備局（本局）

〒606-8395
京都市左京区丸太町川端東⼊
ル東丸太町34番地12 京都第
2地⽅合同庁舎5F
（最寄り駅：京阪電鉄『神宮
丸太町駅』）

TEL 075-752-0505 
FAX 075-752-0609

〒530-0005
⼤阪市北区中之島4-1-6
（最寄り駅：京阪電鉄中之島線『渡辺橋』）

TEL 06-6443-1791
FAX 06-6443-2588

いしざわ よしなり

⽯澤 佳也
【総合窓⼝】
（専⾨員）

（専⾨：電気）

ふじい まなぶ

藤井 学
（保全指導・監督官）

（専⾨：電気）

かつらぎ たかし

葛城 孝
（保全指導・監督官）

（専⾨：建築）

なかや まこと

中⾕ 誠
【総合窓⼝】

（保全指導係⻑）
（専⾨：建築）

かも こおじ

加茂 公嗣
【総合窓⼝】
（専⾨官）

（専⾨：機械）

まつむら よしたか

松村 義隆
（調査・保全係⻑）

（専⾨：建築）

にしお けん

⻄尾 健
（保全指導・監督官）

（専⾨：機械）

とよた ひろし

豊⽥ 宏史
（保全指導・監督官）

（専⾨：機械）

いつでも
お気軽に御相談
ください！！
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